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ご 
挨 
拶 

理
事
長 

小 

島 

蘭 

幸 
 

 

地
震
、
豪
雨
、
台
風
、
各
地
で
大
き
な
災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
心
身
共
に
お
疲
れ
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
ま
す
が
、一
日
も
早
い
復
旧
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
30
年
６
月
10
日
、
ま
だ
復
興
途
上
の
熊
本
で
第
42
回
全

日
本
川
柳
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
五
六
九
名
の

盛
会
で
し
た
。
平
田
朝
子
実
行
委
員
会
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
ご
多
忙
の
中
を
全
国
各

地
か
ら
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
柳
友
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
蔭
さ
ま
で
楽
し
い
前
夜
祭
、
良
い
大
会
に
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で
次
期
開
催
地
、
浜
松
市
の
皆
様
と
歓
談
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。と
て
も
張
り
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

今
か
ら
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
の
10
月
21
日
に
は
、
大
分
県
・
別
府
市
公
会
堂
で
、
第
33

回
国
民
文
化
祭
・
お
お
い
た
２
０
１
８ 

第
18
回
全
国
障
害
者
芸

術
・
文
化
祭
お
お
い
た
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
11
月
４

日
～
５
日
に
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山
２
０
１
８
川
柳
交
流
大

会
が
高
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
川
柳
大
会
は
楽
し
い
で
す
。
是

非
、
柳
友
を
誘
っ
て
ご
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
厳
し
い
残
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
夜
に
な
る
と
虫
の
音
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
吟

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
川
協
通
信
（
121
） 

 

平
成
30
年
９
月
15
日 

 

一
般
社
団
法
人 

全 
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本 
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会 

〒

-
 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
丁
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
一
―
一
一
―
九
〇
五 

 

電 

話 

（
０
６
）
６
３
５
２
―
２
２
１
０ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
６
）
６
３
５
２
―
２
４
３
３ 

 

振
替
口
座 

０
０
９
７
０
―
９
―
３
５
７
５ 

http://www. 

nissenkyou.or.jp 



 

- 2 - 

 
 

 
 
 

文
部
科
学
大
臣
賞 

フ
ク
シ
マ
の
草
へ
言
い
訳
な
ど
す
る
な 

山 

梨 

小
林
信
二
郎 

  
 
 

参
議
院
議
長
賞

 
に
ん
げ
ん
の
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
火
口 

京 

都 

西
ノ
坊
典
子 

  
 
 

川 
柳 

大 

賞 

駆
け
登
る
若
さ
に
怖
い
も
の
は
な
い 

広 

島 

福
田 

淳
子 

  
 
 

大 
 

会 
 

賞 

半
分
は
こ
の
世
に
在
ら
ず
日
向
ぼ
こ 

奈 

良 

板
垣 

孝
志 

百
歳
の
笑
顔
が
連
鎖
し
て
満
ち
る 

神
奈
川 

後
藤 

洋
子 

い
た
だ
い
た
恵
み
大
き
く
し
て
譲
る 

青 

森 
 

円
卓
の
ど
こ
へ
座
っ
て
み
て
も
風 

大 

阪 

平
井
美
智
子 

人
間
が
駆
け
る
絶
頂
期
の
音
だ 
青 

森 

千
島 

鉄
男 

枯
草
に
な
る
ま
で
百
の
嘘
を
吐
く 

静 
岡 

望
月 

 

弘 

素
直
さ
へ
神
の
パ
ワ
ー
が
降
っ
て
く
る 

富 

山 
伊
東 

志
乃 

ど
う
生
き
る
老
人
力
を
滾
ら
せ
る 

福 

岡 
小
池 

一
恵 

席
譲
る
日
溜
ま
り
ひ
と
つ
生
み
ま
し
た 

青 

森 
 

二
世
帯
に
豊
か
な
知
恵
が
響
き
合
う 

鹿
児
島 

 

固
唾
の
む
満
座
を
包
む
語
彙
の
森 

北
海
道 

松
村 

 

滋 

  
 
 

熊

本

県

知

事

賞 

す
わ
る
と
き
ち
ょ
っ
と
つ
め
た
ら
あ
と
一
人 

熊 

本 

菱
形
小
４ 

貝
塚 

蒼
宇 

  
 
 

熊

本

市

賞 

く
ま
モ
ン
と
と
も
に
広
げ
る
笑
顔
の
輪 

熊 

本 

山
ノ
内
小
５ 

土
田
さ
く
ら 

  
 
 

熊
本
県
教
育
委
員
会
賞 

ふ
じ
山
の
上
に
ド
ス
ン
と
座
り
た
い 

広 

島 

佐
方
小
４ 

北
畠 

麻
貴 

  
 
 

熊
本
市
教
育
委
員
会
賞 

温
暖
化
地
球
の
パ
ワ
ー
へ
ら
し
て
る 

富 

山 

月
岡
中
２ 

尾
塩
佳
代
子 

  
 
 

熊

本

県

文

化

協

会

賞 

楽
し
く
て
す
わ
っ
て
な
ん
て
い
ら
れ
な
い 

熊 

本 

出
水
南
小
３ 

吉
原 

巴
菜 

  
 
 

全

日

本

川

柳

協

会

賞 

豊
か
さ
に
気
付
い
て
し
ま
う
お
ま
ま
ご
と 

佐 

賀 

東
脊
振
小
６ 

真
島 

 

芽  
  
 
 

教

育

新

聞

社

賞 

け
し
ご
む
の
パ
ワ
ー
ご
し
ご
し
マ
マ
の
つ
の 

岡 

山 

中
庄
小
３ 

小
田
上
優
菜 

に
げ
み
ず
の
よ
う
に
ゆ
た
か
さ
と
お
ざ
か
る 

富 

山 

定
塚
小
４ 

江
畑 

小
夏 

豊
か
な
ら
笑
っ
て
よ
っ
て
悲
し
い
目 

熊 

本 

力
合
中
１ 

高
野 

美
結 

第42回 全日本川柳 2018年 熊本大会 
（当日参加者569名/事前参加者1,968名/ジュニア参加者7,262名） 

ジ 

ュ 

ニ 

ア 

部 

門 
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場 

所
＝
熊
本
市
民
会
館 

シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ
ー
ル 

定
足
数
の
確
認
の
あ
と
議
事
録
署
名
者
選
出 

 

東
西
常
任
幹
事
会
・
総
会 

議 

案 

議
案
第
一
号 

平
成
29
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件 

議
案
第
二
号 

平
成
29
年
度
収
支
決
算
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

承
認
の
件 

報
告
第
一
号 

平
成
29
年
度
監
査
報
告
の
件 

議
案
第
三
号 

常
任
幹
事
推
薦
の
件 

報
告
第
二
号 

全
国
大
会
表
彰
の
件 

そ
の
他 

 

理 

事 

会 
 

議 

案 

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
に
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。 

 

右
の
議
案
案
件
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
理
事
会
、

総
会
で
承
認
さ
れ
た
。 

 <

大
会
連
続
出
席
者> 

 

連
続
10
回
参
加 

 
 

岡
崎 

 

守
・
川
口
ま
ど
か 

 
 

中
村 

文
彦
・
伊
藤
の
ぶ
よ
し 

 
 

浅
葉 

 

進
・
赤
松
ま
す
み 

 
 

竹
口 

清
信
・
井
原
み
つ
子 

        

 

連
続
15
回
参
加 

 
 

小
山
し
げ
幸
・
西
村 

正
紘 

 <

マ
ス
コ
ミ
柳
壇
の
指
導
を
10
年
以
上
行
っ
た
者> 

 
 

岡
崎 

 

守
・
加
藤 

一
行 

 
 

船
橋 

 

豊
・
松
岡 

緑
朗 

 
 

鍋
島 

香
雪 
 <

特
別
表
彰> 

 
 

大
野 

風
柳 

 <

第
14
回
80
歳
以
上
の
功
労
者
顕
彰> 

 
 

西
潟
賢
一
郎
・
金
子
美
知
子 

 
 

久
保
田
半
蔵
門

・
田
中 

螢
柳 

 
 

永
石 

珠
子 

 <

第
11
回
川
柳
文
学
賞> 

正 

賞 

「
半
醒
半
睡
」 

 
 
 
 

鏡
渕 

和
代 

準 

賞 

「
ふ
る
さ
と
は
雪
も
よ
い
」 

宮 
 

一
能 

 

 
平
成
30
年
度
（
６
月
10
日
） 

 
 
 

第

２

回

理

事

会 

 
 
 

東

西

合

同

常

任

幹

事

会 

 
 
 

通

常

総

会 
 

  

第
一
部 

事
前
投
句
選
者 

 
 

「 

豊 
 

か 

」 

荻 

原 

美
和
子 

選 

 
 

「 

座 
 

る 

」 

麻 

井 

文 

博 

選 

 
 

「 

と
ん
と
ん 

」 

駒 

木 

香 

苑 

選 

 
 

「  
 

火 
 
 

」 

松 

村 

華 

菜 

選 

  

第
二
部 

当
日
投
句
選
者 

 
 

「 

パ 

ワ 

ー 

」 

上 

村 
 
 

脩 

選 

 
 

「 

譲 
 

る 

」 

福 

本 

清 

美 

選 

 
 

「  
 

草 
 
 

」 

高 

木 

勇 

三 

選 

  

ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

 
 

「 

豊 
 

か 

」 

高 

鶴 

礼 

子 

選 

 
 

「 

座 
 

る 

」 

平 

井 

義 

雄 

選 

 
 

「 

パ 

ワ 

ー 

」 

大 

野 

征 

子 

選 

  

第
二
次
選
者 

 
 
 

竹 

本 

瓢
太
郎
・
本 

田 

智 

彦 

 
 
 

岡 

崎 
 
 

守
・
雫 

石 

隆 

子 

 
 
 

新 

家 

完 

司 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

第
42
回 

熊

本

大

会

選

者 
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正味財産増減計算書 
平成 29年 4月 1日から平成 30年 3月 31日まで            （単位：円） 

科目 当年度 前年度 増減 備考 
Ⅰ 一般正味財産増減の部         
  １．経常増減の部         
   （１）経常収益         
    基本財産運用益 28,637 18,322 10,315   
    受取入会金 3,000 9,000 △ 6,000   
     柳社入会金 3,000 6,000 △ 3,000   
     個人入会金 0 3,000 △ 3,000   
    受取会費 5,982,000 5,721,000 261,000   
     理事会費 480,000 504,000 △ 24,000   
     常任幹事会費 3,108,000 2,928,000 180,000   
     正会員会費（団体） 2,303,000 2,177,000 126,000   
     正会員会費（個人） 91,000 112,000 △ 21,000   
    普及向上事業収益 15,719,018 15,003,380 715,638   
     写真名鑑 2,340,000 2,946,000 △ 606,000   
     電子出版 297,000 718,740 △ 421,740   
     全国大会（事前） 1,824,000 1,825,177 △ 1,177   
     全国大会（当日） 6,462,340 4,672,047 1,790,293   
     国民文化祭 1,439,000 1,944,000 △ 505,000   
     表彰後援事業 149,102 208,096 △ 58,994   
     選考協力事業 3,207,576 2,689,320 518,256   
    受取補助金等 3,734,703 5,700,000 △ 1,965,297   
    受取寄付金 0 100,000 △ 100,000   
    雑収益 4,124 0 4,124   
      経常収益計 25,471,482 26,551,702 △ 1,080,220   
   （２）経常費用         
    事業費 24,998,141 23,534,866 1,463,275   
     給料手当 3,815,504 3,895,504 △ 80,000   
     臨時雇賃金 774,400 605,885 168,515   
     退職給付費用 142,500 142,500 0   
     会議費 108,565 0 108,565   
     旅費交通費 1,527,557 1,460,180 67,377   
     通信運搬費 1,662,743 2,084,092 △ 421,349   
     支払手数料 10,558 11,180 △ 622   
     消耗品費 318,700 557,081 △ 238,381   
     印刷製本費 3,365,428 4,125,388 △ 759,960   
     光熱水料費 111,106 113,357 △ 2,251   
     賃借料 1,185,153 1,185,153 0   
     保険料 62,450 55,570 6,880   
     諸謝金 3,183,000 3,044,460 138,540   
     表彰後援費 543,835 1,042,139 △ 498,304   
     広告宣伝費 20,000 0 20,000   
     実行委員会運営費 6,462,340 4,672,047 1,790,293   
     借損・設営費 322,920 407,490 △ 84,570   
     雑費 1,381,382 132,840 1,248,542   
    管理費 1,959,790 2,167,711 △ 207,921   
     給料手当 200,816 205,026 △ 4,210   
     退職給与費用 7,500 7,500 0   
     福利厚生費 26,245 26,688 △ 443   
     会議費 154,156 382,009 △ 227,853   
     旅費交通費 334,170 358,460 △ 24,290   
     通信運搬費 87,512 109,689 △ 22,177   
     支払手数料 864 864 0   
     消耗品費 16,773 29,320 △ 12,547   
     印刷製本費 116,987 11,820 105,167   
     光熱水料費 5,847 5,966 △ 119   
     賃借料 62,376 62,376 0   
     保険料 0 0 0   
     法定福利費 611,700 617,705 △ 6,005   
     租税公課 70,000 70,000 0   
     接待交際費 8,708 0 8,708   
     雑費 256,136 280,288 △ 24,152   
      経常費用計 26,957,931 25,702,577 1,255,354   
    当期経常増減額 △ 1,486,449 849,125 △ 2,335,574   
  ２．経常外増減の部         
   （１）経常外収益         
    退職給付取崩益 0 0 0   
    経常外収益計 0 0 0   
   （２）経常外費用         
    （該当なし） 0 0 0   
    経常外費用計 0 0 0   
    当期経常外増減額 0 0 0   
   当期正味財産増減額 △ 1,486,449 849,125 △ 2,335,574   
   一般正味財産期首残高 6,554,314 5,705,189 849,125   
    一般正味財産期末残高 5,067,865 6,554,314 △ 1,486,449   
Ⅱ 指定正味財産増減の部         
   当期指定正味財産増減額 0 0 0   
   指定正味財産期首残高 21,000,000 21,000,000 0   
    指定正味財産期末残高 21,000,000 21,000,000 0   
Ⅲ 正味財産期末残高 26,067,865 27,554,314 △ 1,486,449   
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２
０
１
８
年
６
月
10
日
、
熊
本
県
・
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
に
て
授
賞
式
が
行
な
わ
れ
、
平
山
繁

夫
選
考
委
員
を
は
じ
め
、
多
数
の
川
柳
家
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
11
回
川
柳
文
学

賞
は
平
成
29
年
に
発
刊
さ
れ
た
句
集
の
う
ち
、
申
請
の
あ
っ
た
20
冊
を
選
考
委
員
（
久
保
田
半

蔵
門
・
平
山
繁
夫
・
雫
石
隆
子
・
佐
藤
美
文
・
林
え
り
子
（
作
家
））
５
名
（
敬
称
略
）
が
選
考

し
ま
し
た
。 

 

■
総
評 

選
考
委
員
：
平
山
繁
夫 

 
 

 
  

正 

賞 

「 

半 

醒 

半 

睡 

」 

鏡
渕 

和
代
（
神
奈
川
） 

  
 
 

評
（
一
位
推
薦
） 

 

平
山 

繁
夫 

 

こ
の
作
者
は
、
あ
り
ふ
れ
た
世
界
に
親
和
感
を
寄
せ
、
そ
こ
に
生
活
の
意
味
を
見
い
だ
し
た
。

た
だ
生
き
る
ひ
た
す
ら
な
姿
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
観
念
の
世
界
で
は
な
く
実
生
活
の
中
に

自
己
の
影
を
見
た
の
で
あ
る
。
人
道
的
精
神
や
人
間
性
の
尊
重
、
自
然
美
の
重
視
に
よ
る
汎
神

論
的
な
意
識
を
作
品
に
内
在
さ
れ
て
い
る
。
豊
か
な
感
性
と
思
惟
の
重
層
が
深
み
を
与
え
た
。 

・
き
の
う
と
は
違
う
壊
れ
る
音
が
す
る 

 
 
 

評
（
一
位
推
薦
） 

 

雫
石 

隆
子 

 

マ
ガ
ジ
ン
誌
の
受
賞
作
品
で
す
が
、
作
者
の
個
性
が
際
立
っ
て
い
る
。
平
易
な
言
葉
で
現
代

社
会
の
中
の
個
の
主
張
が
心
地
良
い
リ
ズ
ム
と
響
き
を
持
っ
て
全
体
を
引
き
こ
ま
れ
て
し
ま
っ

た
。
深
い
内
省
と
独
創
性
を
持
ち
、
や
は
り
第
一
席
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 

評
（
一
位
推
薦
） 
 

佐
藤 

美
文 

 

既
に
『
第1

3

回
川
柳
マ
ガ
ジ
ン
文
学
賞
』
を
受
賞
し
て
い
る
実
力
者
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
で

あ
ろ
う
か
気
負
い
の
な
い
作
品
ば
か
り
で
、
そ
こ
に
目
を
惹
か
れ
た
。
句
に
ム
ラ
が
な
く
、
素

直
に
心
の
底
に
落
ち
つ
く
よ
う
な
作
品
ば
か
り
で
あ
る
。
川
柳
と
言
う
文
芸
を
き
ち
ん
と
理
解

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。
柳
歴1

5

年
ほ
ど
で
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
面
白
く
な
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。
そ
こ
に
成
長
を
期
待
さ
れ
る
。 

 
 
 

評
（
二
位
推
薦
） 

 

林 

え
り
子 

 

一
句
一
句
が
見
事
で
す
。
駄
作
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
改
め
て
読
む
と
「
大
賞
受
賞
記
念
出

版
」
、
あ
と
が
き
に
は
「
作
品
は
全
て
入
選
作
」
と
あ
り
ま
す
。
人
の
目
を
捕
ら
え
た
と
感
じ
入

り
ま
し
た
。 

 

人
生
の
雨
期
の
あ
た
り
で
根
が
育
ち 

 

人
生
は
舞
台
奈
落
も
袖
も
あ
る 

 

尾
を
振
ら
ぬ
猫
を
余
生
の
範
と
す
る 

 

束
縛
は
い
や
と
散
ら
ば
る
心
の
字 

―
中
略
―
作
品
の
完
成
度
は
抜
群
で
す
。
以
下
略 

  

準 

賞 

「
ふ
る
さ
と
は
雪
も
よ
い
」 

宮 
 

一
能
（
新 

潟
） 

  
 
 

評
（
一
位
推
薦
） 

 

久
保
田
半
蔵
門 

 

川
端
康
成
の
雪
国
に
似
た
手
触
り
の
よ
い
句
集
だ
。
日
本
一
と
言
わ
れ
る
豪
雪
地
帯
の
雪
国

で
生
ま
れ
、
雪
国
を
テ
ー
マ
に
雪
国
の
過
酷
な
日
々
を
傍
観
し
、
日
常
に
埋
も
れ
ゆ
く
無
為
の

姿
を
美
と
し
て
愛
で
、
郷
土
色
豊
か
な
人
間
社
会
の
妖
し
い
美
や
虚
無
を
垣
間
見
せ
な
が
ら
、

そ
の
温
か
な
人
柄
を
見
せ
て
く
れ
る
そ
う
い
う
句
集
で
あ
る
。
埋
め
草
で
雪
国
の
実
体
や
言
葉

も
知
り
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。
装
丁
も
雪
国
ら
し
い
表
紙
で
句
集
と
し
て
の
重
味
が
あ
る
。 

 

ふ
る
さ
と
の
淡
き
化
身
や
蕎
麦
の
花 

 
 
 

評
（
二
位
推
薦
） 

 

雫
石 

隆
子 

 

人
生
の
総
仕
上
げ
の
句
集
。
雪
に
特
化
し
た
句
集
で
あ
る
こ
と
も
評
価
し
た
い
。
地
域
性
を

活
か
し
自
身
の
川
柳
環
境
が
見
え
る
。
作
品
的
に
は
平
凡
だ
が
、
平
均
的
な
到
達
点
も
又
、
宜

し
い
の
で
は
な
い
か
…
…
。
応
募
の
中
に
作
品
は
素
晴
し
い
が
、
奥
付
等
々
本
と
し
て
（
受
賞

作
）
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
も
の
が
今
回
が
多
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。 

 
 
 

評
（
三
位
推
薦
） 

 

林 

え
り
子 

 

「
雪
国
ふ
る
さ
と
」
を
テ
ー
マ
に
作
句
し
て
「
初
め
て
編
む
句
集
」
と
い
い
、
作
者
紹
介
を

読
む
と
八
十
五
歳
で
す
。
句
か
ら
の
印
象
は
若
く
、
み
ず
み
ず
し
い
。
雪
国
と
い
う
「
定
点
観

測
」
が
し
っ
か
り
な
さ
れ
て
い
る
姿
勢
が
反
映
さ
れ
ま
す
。 

 

雪
地
獄
に
耐
え
て
い
る
の
は
Ｄ
Ｎ
Ａ 

 

ひ
と
ひ
ら
の
雪
が
シ
ナ
リ
オ
締
め
く
く
る 

 

女
結
び
嫁
も
手
伝
う
雪
囲
い 

 

雪
止
ん
で
そ
ろ
そ
ろ
人
の
出
る
気
配 

 

「
雪
」
に
見
据
え
た
句
に
秀
作
が
あ
る
。 

 
 
 

評
（
三
位
推
薦
） 

 

平
山 

繁
夫 

 

こ
の
作
品
の
根
幹
に
あ
る
も
の
は
誠
実
な
人
間
的
態
度
で
あ
る
。
慢
性
的
疾
患
と
後
遺
症
に

な
や
む
作
者
が
庶
民
と
し
て
、
生
き
る
人
生
の
究
極
の
意
味
を
捉
え
た
。
そ
れ
は
自
己
の
信
念

と
永
遠
に
実
在
す
る
人
間
の
高
貴
性
（
愛
）
い
わ
ば
人
間
の
祷
り
に
似
た
真
実
を
言
葉
と
し
て

吐
い
た
。 

 
家
系
継
ぐ
一
枚
の
皿
あ
る
如
く 

  
 

 
選
外
佳
作 

  

「
た
ま
ゆ
ら
」 

き
さ
ら
ぎ
彼
句
吾 

 
 

「
各
駅
停
車
」 

佐
道 

 

正 
 

「 
 

杏 
 

」 
荻
原 

亜
杏 

 
 

 
 

「
一 

週 

間
」 

星
井 

五
郎 

 

「
旅 

の 

人
」 
内
田 

厚
子 

 
 

 
 

「
花
こ
ぶ
し
」 

桂 

ひ
ろ
し 

 

第
11
回
川
柳
文
学
賞
受
賞
作
品 

正
賞
『 
半
醒
半
睡 

』 

鏡
渕 

和
代 

準
賞
『
ふ
る
さ
と
は
雪
も
よ
い

』 

宮 
 

一
能 
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鏡 

渕 

和 

代 

氏 

宮 
 

一
能 

氏 

  

      

 

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

半
醒
半
睡 

』 

 
 
 
 

仕
合
せ
で
い
つ
も
ど
こ
か
が
か
っ
た
る
い 

 
 
 
 

菜
の
花
の
拍
手
で
わ
た
し
蝶
に
な
る 

 
 
 
 

席
一
つ
空
け
て
下
さ
い
枯
れ
て
ま
す 

 
 
 
 

春
が
く
る
昔
ば
な
し
は
も
う
し
な
い 

 
 
 
 

老
朽
化
・
欠
陥
わ
た
し
嫌
い
な
字 

 
 
 
 

本
当
の
詩
人
だ
何
も
書
い
て
な
い 

 
 
 
 

さ
び
し
さ
の
蔓
が
内
耳
に
這
っ
て
く
る 

 
 
 
 

い
ち
ま
い
の
枯
葉
誇
り
も
悔
い
も
あ
る 

 
 
 
 

わ
た
く
し
を
呼
べ
よ
迷
子
の
ア
ナ
ウ
ン
ス 

 
 
 
 

死
は
生
の
延
長
雲
が
あ
そ
ん
で
る 

 
 
 
 

芽
を
出
せ
と
そ
ん
な
に
水
を
か
け
な
い
で 

 
 
 
 

独
り
と
は
こ
れ
か
重
な
る
音
が
な
い 

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

ふ
る
さ
と
は
雪
も
よ
い 

』 

 
 
 
 

女
結
び
嫁
も
手
伝
う
雪
囲
い 

 
 
 
 

風
媒
花
た
ど
れ
ば
父
と
母
の
声 

 
 
 
 

ふ
る
さ
と
の
淡
き
化
身
や
蕎
麦
の
花 

 
 
 
 

揺
れ
る
日
も
母
は
命
の
米
を
研
ぐ 

 
 
 
 

一
滴
の
墨
雲
に
な
る
雪
に
な
る 

 
 
 
 

あ
あ
平
和
マ
ッ
チ
も
擦
れ
ぬ
子
に
育
ち 

 
 
 
 

雪
こ
ん
こ
そ
こ
か
ら
先
の
私
小
説 

 
 
 
 

褒
め
ら
れ
て
長
女
は
い
つ
も
縛
ら
れ
る 

 
 
 
 

雪
地
獄
に
耐
え
て
い
る
の
は
Ｄ
Ｎ
Ａ 

 
 
 
 

燃
え
上
が
る
方
へ
や
っ
ぱ
り
走
り
出
す 

 
 
 
 

さ
よ
な
ら
の
う
し
ろ
姿
や
ぼ
た
ん
雪 

 
 
 
 

ほ
の
暗
く
花
子
が
居
な
い
夕
餉
ど
き 

        

平
成
29
年
10
月
28
日
発
行 

Ａ
５
版
変
型
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
・

頁 

新
葉
館
出
版 

定
価
１
０
０
０
円
（
税
別
） 

平
成
29
年
12
月
20
日
発
行 

Ａ
５
判
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
・

頁 

㈱
み
ら
い 

定
価
２
０
０
０
円 
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平
成
30
年
度 

80 

歳 

以 

上 

の 

功 

労 

者 

略 

歴 

 

秋 

田 

県 
佐
々
木(

さ
さ
き)  

文
子(

ふ
み
こ)  

昭
和5

年6

月6

日
生 

昭
和3

1

年 

川
上
三
太
郎
に
師
事
、「
川
柳
研
究
」
同
人
、
幹
事
と
な
る
。
昭
和5

5

年 

大
館

わ
ら
べ
の
会
創
設
、
秋
田
・
青
森
親
善
川
柳
大
会
創
設
。
平
成2

年 

大
館
市
芸
術
文
化
賞
受

賞
。
平
成5

年 

秋
田
県
芸
術
文
化
賞
受
賞
。
秋
田
の
文
芸
審
査
員3

回
。
平
成4

年 

秋
田

魁
新
報
文
化
欄
川
柳
選
者 

現
在
に
至
る
。
県
生
涯
学
級
講
師
「
文
化
講
演
」
な
ど
。
平
成2

0

年 

東
北
川
柳
連
盟
功
労
賞
。 

著
書 

句
集
「
白
樺
」、
詩
集
「
お
ば
な
」、
茶
の
間
随
筆
「
北
の
街
か
ら
」「
お
と
な
り
の
町
か

ら
」「
福
寿
草
」 

________________________________________ 

東 

京 

都
・
西
來(

に
し
ら
い)  

み
わ 

昭
和5

年6
月2

1

日
生 

長
野
県
生
ま
れ
。
昭
和2

8

年 

療
養
雑
誌
「
保
健
同
人
」
の
川
上
三
太
郎
選
に
投
句
、
川
柳

を
始
め
る
。「
川
柳
研
究
」
誌
友
を
経
て
昭
和3

3

年
幹
事
同
人
。
平
成1

5

～2
1

年 

川
柳
研

究
社
代
表
。
現
在 

川
柳
研
究
社
顧
問
。
平
成1

3

～2
1

年 

全
日
本
川
柳
協
会
理
事
。 

句
集
「
母
子
像
」（
夫
、
西
來
武
治
「
菩
提
心
」
と
の
共
著
）、
川
柳
句
集
「
た
ん
ぽ
ぽ
」、
随

想
「
風
車
・
永
遠
に
母
は
駈
け
て
る
音
で
あ
る
」、
川
柳
句
集
「
ね
ん
こ
ろ
り
」 

________________________________________ 

山 

梨 

県
・
鈴
木(

す
ず
き)  

東
峰(

と
う
ほ
う)  

昭
和5

年1

月5

日
生 

川
柳
甲
斐
野
社
代
表 

昭
和2

3

年
ご
ろ
川
柳
を
始
め
る
。
甲
府
市
役
所
に
勤
務
し
な
が
ら
、
川
柳
「
あ
お
ぞ
ら
」
の

編
集
に
従
事
。 

昭
和5

5

年 

川
柳
甲
斐
野
社
を
創
立
、
現
在
に
至
る
。 

著
書
「
ど
う
し
た
ら
よ
い
句
が
作
れ
る
か
」 

________________________________________ 

兵 

庫 

県
・
奥
田(

お
く
だ)  

み
つ
子(

こ)  

昭
和7

年1

月2
6

日
生 

全
日
本
川
柳
協
会
常
任
幹
事
、
川
柳
塔
社
相
談
役
、
西
宮
北
口
川
柳
会
会
長 

朝
日
カ
ル
チ
ャ
セ
ン
タ
ー
通
信
添
削
講
座
講
師
、
産
経
学
園
川
柳
講
師
、
川
柳
の
会
「
法
円
」

講
師 

昭
和5

6

年 

朝
日
カ
ル
チ
ャ
セ
ン
タ
ー
川
柳
講
座
受
講
。
昭
和5

8

年 

川
柳
塔
社
同
人
。 

平
成8

～1
2

年 

川
柳
塔
社
編
集
長
。 

平
成11

年 

句
集
「
白
い
梅
」、
平
成1

8

年 

句
集
「
遠
き
人
へ
」 

平
成1

9

年 

「
ピ
ン
チ
に
は
う
つ
む
か
な
い
で
空
を
見
る
」 

________________________________________ 

愛 

媛 

県
・
塩
見(

し
お
み)  

草
映(

そ
う
え
い)  

大
正1

5

年8

月1
8

日
生 

全
日
本
川
柳
協
会
顧
問
、
愛
媛
県
川
柳
文
化
連
盟
会
長 

愛
媛
県
生
ま
れ
。
昭
和2

6

年
よ
り
川
柳
を
始
め
る
。
昭
和3

0

年 

川
柳
ま
つ
や
ま
吟
社
同

人
。 

平
成8

年 

川
柳
ま
つ
や
ま
吟
社
代
表
。
平
成1

4

～2
1

年 

全
日
本
川
柳
協
会
副
理
事
長
。 

句
集
「
現
代
川
柳
選
集
」
第6

巻
参
加
。「
遊
心
」 

平
成1

0

年
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章 

  

 

（
敬
称
略
） 

埼 

玉 

県 

西
潟

に
し
か
た 

賢
一
郎

け
ん
い
ち
ろ
う 

昭
和
10
年
６
月
14
日
生 

１
９
７
４
年
よ
り
、
尾
藤
三

柳
に
師
事 

川
柳
公
論
創

立
に
参
加 

賞
歴
（
平
成
26
年
～
27
年
） 

平
成
26
年 

日
立
市
全
国

川
柳
大
会 

優
勝
、
栃
木
市
雀
郎
川
柳
大
会 

優
勝
、

川
柳
人
協
会
全
国
誌
上
大
会 

優
勝 

平
成
27
年 

第
18
回
全
日
本
川
柳
誌
上
大
会
賞

（
平
成
柳
多
留
）、
全
日
本
川
柳
千
葉
大
会 

大
会
賞
、

川
柳
文
化
賞 

受
賞
、
よ
み
う
り
文
芸
欄 

川
柳
担
当 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
川
柳
教
室 

講
師 

講
座
４
教
室 

川
柳
人
協
会 

副
会
長 

句
集
「
女
の
海
・
男
の
川
」「
豚
の
華
」 

編
著
「
蒼
い
群
像
」「
あ
ま
や
ど
りⅠ

・Ⅱ

」 

 

神
奈
川
県 

金
子

か
ね
こ 

美
知
子

み

ち

こ 

昭
和
11

年
９
月
19

日
生

全
日
本
川
柳
協
会
常
任
幹

事
、
川
柳
「
路
」
吟
社
主
宰
、

神
奈
川
新
聞
柳
壇
選
者
、 

   

川
柳
教
室
講
師 

１
９
５
６
年
頃
、
中
村
冨
二
の
川
柳
作
品
に
出
合
い

感
動
、
川
柳
に
興
味
を
抱
く
。
川
柳
「
路
」
句
会
で
中

野
懐
窓
（「
路
」
初
代
主
宰
）
に
学
び
、
一
年
ほ
ど
で

中
断
。
１
９
７
６
年
か
ら
「
路
」
に
所
属
、
関
水
華

（「
路
」
二
代
目
主
宰
）
に
師
事
、
本
格
的
に
川
柳
を

作
句
、
現
在
に
至
る
。 

句
集
「
胡
蝶
花
（
し
ゃ
が
）
の
眼
」
合
同
句
集
「
ハ
マ

の
川
柳
人
た
ち
（
横
浜
の
文
化
６
）」 

 

大 

阪 

府 

久
保
田

く

ぼ

た 

半
蔵
門

は
ん
ぞ
う
も
ん 

昭
和
９
年
２
月
１
日
生 

現
在 

全
日
本
川
柳
協
会

顧
問
、
川
柳
天
守
閣 

会
長
、

三
金
会 

主
宰
、高
槻「
蘖
」

句
会 

主
宰 

高
校
三
年
生
ご
ろ
よ
り
川

柳
を
始
め
る
。「
せ
ん
ば
川
柳
社
」
に
所
属
し
た
。
昭

和
39
年
企
業
の
要
職
に
就
き
川
柳
を
中
断
、
平
成
２

年
復
帰
し
た
。 

著
書
に
合
同
句
集
（Ⅰ

～Ⅶ

）
エ
イ
プ
リ
ル
・
フ
ー
ル

が
あ
る
。 

 

大 

阪 

府 

田
中

た
な
か 

螢

柳

け
い
り
ゅ
う 昭

和
11
年
12
月
23
日
生 

昭
和
31
年
読
売
新
聞
（
よ

み
う
り
川
柳
・
岸
本
水
府
選
）

に
投
句
、
昭
和
43
年
番
傘

み
ど
り
川
柳
会
同
人
・
番
傘

川
柳
本
社
同
人
、
平
成
14

年
番
傘
川
柳
本
社
幹
事
同
人
、
平
成
15
年
豊
中
市
蛍

池
延
寿
会
川
柳
講
師
、
平
成
21
年
豊
中
川
柳
会
会
長
、

平
成
25
年
全
日
本
川
柳
協
会
常
任
幹
事
、
同
年
池
田

市
・
久
安
寺
に
川
柳
句
碑
建
立
、
平
成
26
年
番
傘
川

柳
同
人
歴
45
年
表
彰
を
受
け
る
。 

著
書
に「
道
修
町
」、「
修
二
会
椿
」「
田
中
螢
柳
句
集
」 

 

長 

崎 

県 

永
石

な
が
い
し 

珠
子

た
ま
こ 昭

和
10
年
１
月
12
日
生 

昭
和
33
年
よ
り
川
柳
入
門 

現
在 

番
傘
川
柳
本
社
九
州

総
局
副
総
局
長
、
番
傘
川
柳

本
社
幹
事
同
人
、
全
日
本
川

柳
協
会
常
任
幹
事
、
長
崎
番

傘
川
柳
会
会
長
、
川
柳
花
の
会
会
長
、
長
崎
新
聞
時

事
川
柳
お
よ
び
柳
壇
選
者
、（
財
団
法
人
）
長
崎
県
す

こ
や
か
長
寿
財
団
「
そ
よ
か
ぜ
」
誌
の
川
柳
部
門
選

者
、
長
崎
県
文
学
賞
選
者
、
朝
日
新
聞
柳
壇
選
者
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
文
化
セ
ン
タ
ー
川
柳
講
座
講
師
も
経
る
。 



 

- 9 - 
 



 

- 10 - 

 
 

 

                 

編 

集 

後 

記 
 

★
理
事
長
も
挨
拶
で
述
べ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に

最
近
の
災
害
は
日
本
列
島
を
恐
怖
に
導
く
よ
う

な
天
災
人
災
が
多
く
み
ら
れ
、
人
間
の
生
命
の
尊

さ
な
ど
ど
こ
吹
く
風
に
追
い
や
ら
れ
ま
し
た
。 

★
そ
ん
な
中
で
全
国
の
川
柳
家
の
皆
様
、
今
夏
の

猛
暑
を
何
と
か
乗
り
切
り
ホ
ッ
と
し
て
い
る
昨

今
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

★
い
つ
も
申
し
て
い
ま
す
よ
う
に
川
柳
界
も
後

期
高
齢
者
が
増
え
、
各
吟
社
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
が

失
わ
れ
て
行
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
致
し

方
の
な
い
こ
と
で
す
。
日
本
全
体
が
そ
の
よ
う
な

状
態
で
困
っ
た
現
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

★
今
回
の
日
川
協
通
信
は
熊
本
大
会
に
多
く
の

川
柳
家
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
会
会
場
で
開

か
れ
た
総
会
で
皆
様
に
伺
っ
た
ご
意
見
を
今
後

の
指
針
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

★
ま
だ
残
暑
厳
し
い
折
、
夏
疲
れ
の
な
い
こ
と
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 （

事
務
局
長 

本
田
智
彦
） 

（
元
常
務
理
事
・
元
常
任
幹
事
） 

 
 
 
 

平
成
30
年
６
月
以
後
（
敬
称
略
） 

 
 
 
 

 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

逝
去
日 

 

役 

職 
 
 

お
名
前 

 

年
齢 

6
／
5 

常
任
幹
事 
 

田
辺 

進
水 

76 

日
川
協
で
は
川
柳
の
普
及
向
上

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
１
年
間
に

出
版
さ
れ
た
川
柳
個
人
句
集
の

う
ち
、
も
っ
と
も
優
れ
た
川
柳
句

集
に
対
し
て
「
川
柳
文
学
賞
」
を

授
与
し
て
い
ま
す
。 

平
成
30
年
１
月
か
ら
12
月
末
日

ま
で
に
刊
行
し
た
句
集
６
冊
及

び
同
句
集
の
概
要
説
明
書
を
平

成
31
年
１
月
末
日
ま
で
に
当
協

会
の
「
川
柳
文
学
賞
」
選
考
委
員

会
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

沢
山
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

第 １２ 回 
川 柳 文 学 賞 募 集 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

 

▼ 
浜 
松 

 
 
 

２
０
１
９
年
６
月
16
日
（
日
） 

 
 
 

ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松 

 

▼ 

秋 

田 
 
 
 

２
０
２
０
年
６
月
14
日
（
日
） 

 
 
 

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル 

 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 

 

▼ 

大 

分 
 
 
 

２
０
１
８
年
10
月
21
日
（
日
） 

 
 
 

別
府
市
公
会
堂 

 

▼ 

新 

潟 
 
 
 

２
０
１
９
年
10
月
６
日
（
日
） 

 
 
 

未 

定 
 

▼ 

宮 

崎 
 
 
 

２
０
２
０
年
秋 

 
 
 

未 

定 
 

今
後
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
予
定 

 

▼ 

富 

山 

 
 
 

２
０
１
８
年
11
月
４
～
５
日 

 
 
 

高
岡
市
内 

 

 

北
海
道
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

方
々
へ
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

被
災
地
の
皆
様
の
安
全
と
一
日
も

早
い
復
旧
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 


